
吉
川
分
校
の
改
修
に
対
す
る
意
見
募
集
結
果

ご
寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た

１
０
月
か
ら「
子
ど
も
手
当
」が
変
わ
り
ま
し
た

1
0
月
1
7
日
～
2
3
日
は
行
政
相
談
週
間
で
す

一
人
で
悩
ま
ず
、ま
ず
相
談
を！
～
身
近
に
存
在
す
る
悪
徳
商
法
～
   　
  

w
a

k
a

s
a

 
2

0
1

1

若
桜
小
学
校・若

桜
中
学
校
合
同
運
動
会

小
学
校
と
中
学
校
の
合
同
運
動
会
が
今
年
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

か
わ
い
ら
し
い
小
学
生
、
た
く
ま
し
い
中
学
生
が
同
じ
グ
ラ
ウ

ン
ド
で
精
い
っ
ぱ
い
演
技
す
る
姿
に
心
温
ま
る
１
日
で
し
た
。

関
連
記
事
８
ペ
ー
ジ
に
掲
載
♪



　鳥取信用金庫様から鳥取信用金庫若桜支
店開設60周年記念として、寄贈していただき
ました。
若桜町へ…傘立て
若桜小学校へ…カラープリンター一式
　　　　　　　（インクジェット複合機など）
若桜中学校へ…計時用記録用品一式
　　　　　　　（ストップウォッチなど）

平成23年10月 2

　若桜中学校昭和41年度卒業生
（代表　長尾範通様）から昭和41年
度卒業生還暦記念として、寄贈して
いただきました。
若桜中学校へ…わたせのぶあき作　
　　　　　　　シルクスクリーン版画１点

　

木
島
五
重
様
か
ら
若
桜
に
関
す
る
資
料
と
し
て
、寄
贈
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

わ
か
さ
生
涯
学
習
情
報
館
へ
…
「
鳥
取
県
史
」ほ
か　

68
冊

　

岩
本
き
よ
の
様
か
ら
歴
史
資
料
収
集
の
際
、
寄
贈
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

た
く
み
の
館
へ
…
古
写
真
（
映
画
「
白
銀
の
王
座
」
ロ
ケ
写
真
）
９
点

　

中
川
明
子
様
ご
本
人
か
ら
申
し
出
が
あ
り
、
寄
贈
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

歴
史
民
俗
資
料
館
へ
…
木
製
た
ら
い
（
大
中
小
の
３
点
セ
ッ
ト
）

　河上麗子様から「河上潤一郎
木版画展」開催のお礼として寄贈
していただきました。
たくみの館へ…木版画　２点

　鳥取いなば農業協同組合様、全国共済農
業協同組合連合会鳥取県本部様から地域に
おける交通事故防止対策資材として、寄贈してい
ただきました。
若桜町へ…反射コーンゼブラ 30個
　　　　　コーンヘッド（重り）２㎏ 30個
　　　　　新型リングバー 15本
　　　　　とびだしボーイセット ４個
　　　　　ストップマーク ７枚
　　　　　布製横断旗 50枚
　　　　　ジャンボ安全絵本 ６冊
　　　　　交通安全指導用自転車 ８台

皆様のご厚意に心より感謝いたします。
ありがとうございました。

ご寄贈いただきました

町民の皆様のご意見や情報などを募集しましたところ、個人１名様
と４団体様から要望を提出していただき、ありがとうございました。
ご要望の概要と、それに対する町の考え方を公表します。

「吉川分校の改修」に対する
意見募集の結果を公表します

○施設整備関係

・トイレを和式から洋式への変更
・一度に３～４人程度が使用可能な入浴設備
・様々な需要に応じて使用が可能なある程度の

広さの台所設備
・施設内のバリアフリー
○備品関係

・車イスの設置
・折りたたみイスの補填
・室内ゲーム用具や調理用具、寝具などの購入

　町民の皆様が気軽に集える場、高齢者と子ど
もや若者などとの世代間・地域間交流、健康づ
くりや介護の予防、生きがいづくりなどをはじ
めとする様々な事業や取り組みに活用していた
だける施設になるよう、皆様のご意見などを十
分に考慮しながら、計画に反映させていくこと
としています。

 意見①

 町の考え①

　各団体やグループとの連携を図るなどして行
政がリーダーシップを取り､ 通年的に利用され
るよう努めてほしい。

　老人クラブなどの自主的活動､ 子どもと高齢
者など世代を超えた交流､ 町内外の各種団体な
どの地域間の交流など､ 定住人口が減少してい
る本町において交流人口の増加につながる事業
に施設を有効に活用していただくよう積極的に
PR を行っていきたいと思います｡ また､ 現在､
行政や社会福祉協議会で行っている各種事業に
ついても活用を考えています｡
　公共施設を育てるのは利用者であるとの考え
方もあり､ またせっかく造る施設であるので､
町民の方々や各種団体などの様々なアイデアに
より､ 行政ではできない新しい取り組みにも積
極的に活用していただきたいと思います｡

 意見②

 町の考え②

平成23年10月3

　中村崇志様（岩屋堂）、山根栄
真様（大炊）若桜中学校卒業生お二
人から、フィルター気化式加湿器を
寄贈していただきました。
若桜中学校へ…加湿器 10個
若桜保育所へ…加湿器 ５個
なお、若桜幼稚園にも加湿器３個
を寄贈されました。
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10
月
か
ら「
子
ど
も
手
当
」

が
変
わ
り
ま
し
た

申
請
を
お
忘
れ
な
く
！

　

私
た
ち
は
食
事
な
ど
で
毎
日
か
ん
で
い

ま
す
。
か
む
こ
と
は
あ
ま
り
に
身
近
す
ぎ

て
、
特
に
気
に
と
め
る
こ
と
が
あ
り
ま
せ

ん
。
し
か
し
、「
良
く
か
む
」
こ
と
が
、

私
た
ち
の
身
体
に
良
い
影
響
を
与
え
て
い

る
こ
と
が
は
っ
き
り
し
て
き
ま
し
た
。

　

か
む
こ
と
は
、
脳
に
も
影
響
を
与
え
て

い
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
物
を
か

ん
で
い
る
間
の
脳
の
血
流
量
の
変
化
を
調

べ
た
と
こ
ろ
、
28
％
の
増
加
が
あ
っ
た
こ

と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
脳
が
活

発
に
動
い
て
い
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
ま

す
。

　

か
む
た
め
の
筋
肉
（
そ
し
ゃ
く
筋
）
は
、

脳
に
近
い
所
に
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
筋

肉
が
良
く
動
く
と
、
血
液
ポ
ン
プ
と
し
て

働
き
、
血
液
が
脳
へ
送
り
込
ま
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。
そ
う
な
れ
ば
、
脳
の
働
き

が
良
く
な
り
、
脳
が
活
性
化
さ
れ
て
、
記

憶
力
や
思
考
力
が
高
ま
り
ま
す
。

　

ま
た
、
良
く
か
ん
で
い
る
と
、
脳
の
司

令
塔
と
言
わ
れ
る
、
前
頭
前
野
と
い
う
部

分
が
よ
く
働
く
よ
う
に
な
り
ま
す
。
前
頭

前
野
は
、
思
考
す
る
、
対
話
す
る
、
感
情

を
制
御
す
る
、
記
憶
す
る
、
意
欲
を
出
す

な
ど
の
働
き
を
し
ま
す
。
つ
ま
り
、「
良

く
か
む
」
こ
と
が
、
認
知
症
予
防
に
も
な

る
の
で
す
。
皆
さ
ん
に
「
良
く
か
む
」
こ

と
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

　

た
と
え
ば
、「
１
口
20
回
」
か
ん
で
み

ま
せ
ん
か
？
食
事
の
時
、
初
め
の
１
、２

口
目
を
20
回
か
む
こ
と
で
も
結
構
で
す
。

回
数
を
か
む
こ
と
で
、
胃
の
準
備
態
勢
も

整
い
消
化
吸
収
率
も
ア
ッ
プ
し
、
体
に
良

い
こ
と
間
違
い
な
し
で
す
。

　

心
配
ご
と
や
介
護
の
悩
み
の
相
談
、
福

祉
、
健
康
や
医
療
に
関
す
る
相
談
は
、
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
を
ど
う
ぞ
お
気
軽
に
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

良
く
か
ん
で
い
ま
す
か
？
☎
お問い合わせ先

若桜町保健センター
（８２）２２１４

若桜町包括支援センター
（８２）２２０９
IP（９８２）２２１４

　

 

「
平
成
23
年
度
に
お
け
る
子
ど
も
手
当

の
支
給
等
に
関
す
る
特
別
措
置
法
」
が
公

布
さ
れ
、
平
成
23
年
度
10
月
以
降
（
平
成

24
年
２
月
支
給
分
か
ら
の
対
象
）
の
子
ど

も
手
当
の
制
度
が
変
更
に
な
り
ま
し
た
。

主
な
変
更
内
容

【
平
成
23
年
10
月
～
平
成
24
年
３
月
】

  

▼
０
歳
～
３
歳
未
満

　
　

１
５
，
０
０
０
円
（
一
律
）

  

▼
３
歳
～
小
学
校
修
了
前

　
　

１
０
，
０
０
０
円

　
　
（
第
３
子
以
降
は
１
５
，
０
０
０
円
）

  

▼
中
学
生

　
　

１
０
，
０
０
０
円
（
一
律
）

＊
平
成
23
年
10
月
～
平
成
24
年
１
月
分
の

手
当
は
平
成
24
年
２
月
に
、
平
成
24
年

２
月
・
３
月
分
の
手
当
は
平
成
24
年
６

月
に
支
払
わ
れ
ま
す
。

●
子
ど
も
の
国
内
居
住
用
件
が
設
け
ら
れ

ま
し
た
（
留
学
中
の
場
合
は
除
く
）。

●
児
童
養
護
施
設
な
ど
に
入
所
し
て
い
る

子
ど
も
に
つ
い
て
も
、
施
設
設
置
者
な

ど
に
手
当
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

●
市
町
村
は
、
子
ど
も
手
当
か
ら
保
育
料

を
徴
収
す
る
事
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、

受
給
者
の
申
し
出
に
よ
り
学
校
給
食
費

な
ど
も
手
当
か
ら
徴
収
す
る
事
が
で
き

ま
す
。

受
給
に
は
申
請
が
必
要
で
す

　

こ
れ
ま
で
受
け
取
っ
て
い
た
方
も
含

め
、
対
象
の
お
子
さ
ん
を
持
つ
全
て
の
方

は
認
定
請
求
書
を
出
し
て
い
た
だ
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。個
別
に
通
知
し
ま
す
の
で
、

必
ず
申
請
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。 ☎

お問い合わせ先
町民福祉課

（82）2233・2232
ＩＰ（982）2232

かみかみ

かみかみ

●
行
政
相
談
を

　ご
存
じ
で
す
か
？ 　

　

私
た
ち
の
暮
ら
し
に
身
近
な
役

場
な
ど
の
仕
事
に
関
す
る
苦
情
や

意
見
、
要
望
な
ど
は
あ
り
ま
せ
ん

か
？
こ
れ
ら
の
苦
情
や
要
望
な
ど

に
つ
い
て
、
行
政
相
談
委
員
が
、

住
民
の
皆
さ
ん
と
役
場
な
ど
と
の

間
に
立
ち
公
平
・
中
立
な
立
場
か

ら
そ
の
解
決
や
実
現
の
促
進
を
図

る
と
と
も
に
、
皆
さ
ん
の
声
を
行

政
運
営
の
改
善
に
反
映
さ
せ
よ
う

と
い
う
制
度
で
す
。

  

相
談
は
無
料
で
、
面
接
や
電

話
、
手
紙
な
ど
、
色
々
な
方
法
で

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま

た
、
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
の

で
、
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

●
行
政
相
談
委
員
に
よ
る
相
談
所

　を
開
設
し
て
い
ま
す
！

　

若
桜
町
で
は
行
政
相
談
所
を
毎

月
１
回
開
い
て
い
ま
す
。

今
月
の
相
談
日

定
期
相
談
日（
毎
月
第
２
火
曜
日
）

【
と

　き
】
10
月
11
日
（
火
）

９
時
～
12
時

【
と
こ
ろ
】
若
桜
町
地
域
福
祉
セ

ン
タ
ー
ド
リ
ー
ミ
ー

若
桜
町
の
行
政
相
談
委
員　

中
島  

重
男
さ
ん
（
西
町
）

☎
（
82
）
１
１
８
２

●
合
同
行
政
相
談
所
が

　開
設
さ
れ
ま
す
！

  

行
政
相
談
週
間
中
に
は
、
鳥
取
合

同
行
政
相
談
所
が
開
設
さ
れ
ま
す
。

【
と

　き
】
10
月
18
日
（
火
）

13
時
～
16
時  

【
と
こ
ろ
】
と
り
ぎ
ん
文
化
会
館

（
旧
県
民
文
化
会
館
）
２
階
第
２

会
議
室

（
鳥
取
市
尚
徳
町
１
０
１
番
地
５
）

【
参
加
機
関
】

鳥
取
地
方
法
務
局
、
人
権
擁
護
委

員
、
鳥
取
労
働
局
、
鳥
取
税
務
署
、

鳥
取
県
、
鳥
取
市
、
日
本
年
金
機

構
鳥
取
年
金
事
務
所
、
鳥
取
市
社

会
福
祉
協
議
会
、
鳥
取
行
政
評
価

事
務
所
、
行
政
相
談
委
員
、
弁
護

士
、
司
法
書
士
、
行
政
書
士

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

鳥
取
行
政
評
価
事
務
所　

☎
０
８
５
７（
24
）５
５
４
２

０
８
５
７（
24
）５
９
４
２

若
桜
町
役
場 

町
民
福
祉
課  

☎（
82
）２
２
３
２
･
２
２
３
３

何
で
も
気
軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い

　10
月
17
日
～
23
日 

は

　
　
　行

政
相
談
週
間
で
す
！

　

糖
尿
病
は
、
脳
卒
中
や
急
性

心
筋
梗
塞
を
引
き
起
こ
す
大
き

な
要
因
で
あ
り
、「
糖
尿
病
が

強
く
疑
わ
れ
る
人
」
は
全
国
で

約
８
９
０
万
人
と
言
わ
れ
、
糖

尿
病
の
可
能
性
が
否
定
で
き

な
い
人
を
合
わ
せ
る
と
約
２
，

２
１
０
万
人
と
急
増
し
て
お

り
、
糖
尿
病
の
重
症
化
や
合
併

症
の
併
発
に
至
る
例
も
増
加
し

て
い
ま
す
。

　

鳥
取
県
で
も
、
基
本
健
診
に

お
い
て
糖
尿
病
に
つ
い
て
異
常

が
あ
る
方
の
割
合
が
年
々
増
加

し
て
お
り
、
糖
尿
病
の
重
症
化

予
防
や
患
者
さ
ん
へ
の
支
援
が

よ
り
一
層
重
要
に
な
っ
て
き
て

い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
こ
の
た
び
糖
尿
病

予
防
講
演
会
が
開
催
さ
れ
ま
す

の
で
、
関
心
の
あ
る
方
は
、
ぜ

ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

【
と

　き
】
11
月
10
日
（
木
）

15
時
～
16
時
30
分

【
と
こ
ろ
】
さ
ざ
ん
か
会
館
（
鳥

取
市
富
安
２
丁
目
１
０
４
︱

２
）

【
演
題
・
講
師
】「
糖
尿
病
と
共

に
健
康
寿
命
を
生
き
る
」　

鳥

取
県
立
中
央
病
院
院
長　

武
田

　

倬　

先
生

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

鳥
取
県
東
部
医
師
会

☎
０
８
５
７
（
32
）
７
０
０
０

若
桜
町
保
健
セ
ン
タ
ー

☎
０
８
５
８
（
82
）
２
２
１
４

○
参
加
費
は
無
料
で
す
。
申
し

込
み
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

○
会
場
の
駐
車
場
に
は
限
り
が

あ
り
ま
す
の
で
、
で
き
る
だ

け
公
共
交
通
機
関
を
利
用
し

て
く
だ
さ
い
。

糖
尿
病
予
防
講
演
会
が

開
催
さ
れ
ま
す
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　若桜町囲碁同好会（会長　山根幸吉）は、若桜

町公民館で、夏季囲碁大会を開催しました。�

　この大会の賞は町長杯で、対戦は午前９時に始

まり午後５時までの長時間にわたり、友愛の中に

も厳しい一手の応酬が続き、３名が５勝２敗の同

率となりましたので、３名で優勝決定戦を行いま

した。成績は次のとおりでした。（敬称略）�

9月3日 土 〉〉〉

真剣に対局する参加者

8月26日 金 〉〉〉奈羅尾そのさん100歳
おめでとうございます！

　奈羅尾そのさん（ 米）が、８月２６日に１００歳を迎えられ、祝

金と記念品をお贈りしました。�

　奈羅尾さんは祝金と記念品を受け取ると、「ありがとうございます」と、

しっかりとした口調でお礼を述べられ、とても喜んでいらっしゃいました。

　町では、１００歳を迎えられた方に対して、ご長寿をお祝いすると

ともに多年にわたり社会の進展に寄与してこられたことに感謝し、長

寿祝金を支給しています。�

　奈羅尾さん、これからもお元気で長生きしてください。�

優　勝　伊井野孝一（２段）

２　位　山根　幸吉（３段）

３　位　谷口　秀昭（４段）

囲碁は、脳の働きを良くし、

思考力を養えます。

小中学生で興味のあ

る方には、何人でも

手助けします。

8月3日 水 〉〉〉

清掃ボランティア活動
　中之島公園の花壇の草取りを、若桜町の職員総出で行いま

した。�

　３０度を超す猛暑の中、約１時間かけて全ての花壇の草取

りを終えました。職員たちは地域の美化活動に心地よい汗を

流していました。�

　「自分たちの町は自分たちできれいにしよう」という想い

で、この清掃活動は毎年行われています。�清掃活動を行う職員
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夏季囲碁大会

奈羅尾さんおめでとうございます

　

今
回
の
事
例
は
、
い
わ
ゆ
る
入
学

時
納
付
金
問
題
と
呼
ば
れ
る
も
の
で

す
。
消
費
者
契
約
法
施
行
前
は
入
学

時
納
付
金
の
返
還
が
認
め
ら
れ
る

ケ
ー
ス
は
少
な
か
っ
た
の
で
す
が
、

消
費
者
契
約
法
施
行
後
は
現
在
に
至

る
ま
で
、
返
還
を
認
め
る
判
決
が
続

出
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
問
題
に
つ
い
て
、
ま
ず
大
学
と

学
生
と
の
間
の
在
学
契
約
と
い
う
特

殊
な
契
約
に
つ
い
て
消
費
者
契
約
法
の

適
用
が
あ
る
か
ど
う
か
が
問
題
と
な

り
ま
す
が
、
公
法
人
や
公
益
法
人
を

含
む
す
べ
て
の
法
人
が
「
事
業
者
」
に

含
ま
れ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
消
費
者
契

約
法
の
適
用
が
あ
る
と
い
え
ま
す
。

　

次
に
、
入
学
時
の
納
付
さ
れ
た
金

銭
を
返
還
し
な
い
旨
の
特
約
は
、
学

生
の
入
学
辞
退
に
伴
い
大
学
側
に
生

じ
る
損
害
賠
償
額
の
予
定
ま
た
は
違

約
金
に
関
す
る
定
め
と
位
置
づ
け
る

の
が
相
当
で
す
。
し
た
が
っ
て
、
当

該
特
約
の
う
ち
、
当
該
学
生
が
入
学

を
辞
退
す
る
こ
と
に
伴
い
一
般
的
客

観
的
に
発
生
す
る
損
害
（
平
均
的
損

害
）
を
超
え
る
部
分
に
つ
い
て
は
無

効
と
な
り
ま
す
（
消
費
者
契
約
法
９

条
１
項
）。
つ
ま
り
、
平
均
的
損
害

の
範
囲
内
に
つ
い
て
は
、
大
学
は
納

付
さ
れ
た
金
銭
の
返
還
を
拒
む
こ
と

が
で
き
ま
す
が
、
こ
れ
を
超
え
る
金

銭
に
つ
い
て
は
、
学
生
へ
返
還
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
に
な

り
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
授
業
料
、

施
設
利
用
料
、
自
治
会
費
な
ど
と

い
っ
た
授
業
の
受
講
や
施
設
利
用
の

対
価
に
つ
い
て
は
、
学
生
が
入
学
年

度
開
始
前
に
入
学
辞
退
し
た
場
合
、

大
学
側
は
未
だ
何
も
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
し
て
い
な
い
わ
け
で
す
か
ら
損
害

も
発
生
し
な
い
と
い
え
ま
す
の
で
、

全
額
返
還
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
な
お
、
推
薦
入
学
の
場
合
に
つ

い
て
は
、
入
学
年
度
開
始
前
に
入
学

を
辞
退
し
て
も
原
則
と
し
て
返
還
さ

れ
ま
せ
ん
の
で
、ご
注
意
く
だ
さ
い
。

他
方
で
、
入
学
金
に
つ
い
て
は
、
入

学
金
が
大
学
へ
入
学
す
る
こ
と
が
で

き
る
地
位
を
取
得
す
る
こ
と
の
対
価

と
考
え
ら
れ
て
い
る
関
係
で
、
入
学

年
度
開
始
前
に
入
学
を
辞
退
し
て
も

す
で
に
か
か
る
地
位
を
大
学
か
ら
与

え
ら
れ
て
い
た
も
の
と
し
て
原
則
と

し
て
返
還
さ
れ
ま
せ
ん
。
具
体
的
な

相
談
な
ど
は
役
場
窓
口
に
て
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

【相談窓口】

　若桜町役場 町民福祉課

　☎（82）２２３３・２２３２
　鳥取県東部消費生活相談室

　☎０８５７（26）７６０５・７６０４
　〔いずれも平日　８時30分～ 17時〕
【10月の法律相談】

●と　き＝10月11日（火）13時30分～ 16時
　　　　　＊要予約
●ところ＝地域福祉センター  ドリーミー
　　　　　☎（82）０２５４

ア
ド
バ
イ
ス

弁
護
士

：

上
田
雅
稔
氏

　
　

息
子
が
大
学
入
試
に
合
格
し
ま
し

た
。
第
１
志
望
、
第
２
志
望
の
大
学

と
も
に
合
格
で
き
、
親
と
し
て
も
う

れ
し
い
と
こ
ろ
で
す
。
た
だ
、
第
１

志
望
の
大
学
に
合
格
す
る
前
に
、
第

２
志
望
の
大
学
に
合
格
し
て
い
ま
し

相
談
事
例

た
の
で
、
第
２
志
望
の
大
学
へ
入
学

金
や
授
業
料
を
す
で
に
支
払
っ
て
い

ま
す
。
息
子
は
第
１
志
望
の
大
学
へ

進
学
を
希
望
し
て
お
り
、
第
２
志
望

の
大
学
へ
進
学
す
る
気
は
あ
り
ま
せ

ん
の
で
、
支
払
っ
た
お
金
を
返
し
て

ほ
し
い
と
第
２
志
望
の
大
学
へ
申
し

出
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
大
学
は
、
入

学
手
続
に
関
す
る
書
類
に
入
学
金
、

授
業
料
な
ど
、
入
学
時
に
納
付
さ
れ

た
お
金
は
一
切
返
還
し
な
い
旨
が
記

載
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
理
由
に
返
還

に
応
じ
て
く
れ
ま
せ
ん
。
入
学
年
度

が
始
ま
る
前
に
入
学
を
辞
退
し
て
い

る
の
に
、
支
払
っ
た
お
金
は
返
し
て

も
ら
え
な
い
の
で
し
ょ
う
か
？

一
人
で
悩
ま
ず
、

　
　
　ま
ず
相
談
を
！

  

～
身
近
に
存
在
す
る
悪
徳
商
法
～

金と記念品をお贈りしました。�



9月16日 金 〉〉〉

小学生・中学生が奉仕作業
ＷＳＰ （若桜　スマイル　プロジェクト）

平成23年10月 8

　若桜小学校と若桜中学校の合同運動会が、若桜中学校グラウ

ンドで行われました。�

　テーマに「えがお満開！きらめく汗は努力のあかし」を掲げ、

小学生と中学生が力を合わせて白熱した演技や応援を繰り広げ

ました。演技は、それぞれの学年ごとのものや、たてわり班対

抗のものがあり工夫された内容でした。家族や地域の方など総

勢約８００名が集った会場は、発達段階に応じたかわいらしさ

やたくましさあふれる演技への大きな拍手や歓声で包まれてい

ました。�

　平成２４年度に開校する小中一貫校の良さを感じることがで

き、本当に「えがお」に満ちた運動会でした。�

9月11日 日 〉〉〉

初めての若桜小学校・
若桜中学校合同運動会

　秋の宮中行事「新嘗祭」の献納米を収穫する神事「抜

穂式」が内町で行われました。�

　奉仕者を務める森木節幸・康子夫妻や農業関係者ら

が参加し、秋晴れの下で、立派に育った稲を刈り取りま

した。収穫した稲は乾燥や脱穀、精米、選別などの行

程を経て、１０月２６日に皇居で献納されます。�

　収穫を終えて森木さんは「先ごろの台風にも倒れるこ

となく安心しました。皆さんの協力に感謝しつつ、献納

の日まで誠心誠意努力していきたい。」と話されました。

9月13日 火 〉〉〉

小学生と中学生「こころはひとつ」です

力を合わせて！３段タワー

新
にい

嘗
なめ

祭
さ い

供
く

御
ご

献
けん

穀
こ く

斎
さ い

田
でん

抜
ぬき

穂
ほ

式
し き

御刈女による収穫作業

収穫の日を迎えられた森木夫妻

　若桜中学校の生徒会が町内各所で奉仕作業を行いました。�

　これは、ＷＳＰ（若桜�スマイル�プロジェクト）と題して、普段お世

話になっている若桜町の方々に感謝して社会貢献することや、奉仕活動

を通して主体的に活動する精神を養うことを目的に行われており、今年

で３回目になります。今回は、若桜小学校３年生も一緒に活動しました。

　生徒たちは班ごとに分かれ、雨の降る中、ドリーミーや中之島公園、

若桜駅、公民館、バス停などの公共施設で清掃活動を行い、自分たちに

も社会貢献ができることを実感したようでした。�

平成23年10月9

若桜駅の清掃活動を行う生徒たち

9月19日 月 〉〉〉

　長寿と健康を祝う第４５回敬老会を若桜町民体育館で開

催しました。�

　招待対象者は今年度７３歳以上になられる方で、平成２３

　若桜宿の駅前通りや蔵通り、仮家（カ

リヤ）通りを行燈と照明でライトアッ

プする若桜宿まち並み観賞会が催され

ました。�

　講談や民話、謡曲、仕舞、和楽器、

活弁映画、人形浄瑠璃などの古典芸能

や盆踊りが披露され大いに賑わいまし

た。訪れた人々はどこかなつかしい若

桜宿のまち並みに酔いしれていました。

年９月１２日現在で１，１３１人（このうち出席者は４３３人）でした。�

　式典では町長が「大勢の方々にご参加いただき、元気な姿を拝見でき、とても嬉しく思います。幸福で、また、

元気な生活を送ってください。」とお祝いのメッセージを送りました。�

　また、夫婦共にこの一年で新たに８０歳になられたことを記念し、１９組を代表して竹本善藏様・玲子様ご夫

婦（中町）に若桜町社会福祉協議会から記念品が贈られました。�

　式典終了後、町内で活躍するグループや個人の方々が、歌や踊りなどの演芸を披露し、楽しいひとときをプレ

ゼントしました。参加された皆様は終始にこやかに拍手を送っていらっしゃいました。�

　なお、昼食については、不手際により出席者ならびに関係者の方々には大変ご迷惑をお掛けしましたことを心

よりお詫び申し上げます。�

8月13日 土 ～ 15日 月 ・ 23日 火 〉〉〉

9月3日 土 ・ 4日 日 ・ 10日 土・ 11日 日 ・ 19日 月 ・ 23日 金

年９月１２日現在で１，１３１人（このうち出席者は４３３人）でした。�

おめでとうございます。いつまでもお元気で！

長寿と健康を祝う第45回敬老会

若桜保育所「まつり太鼓」

人形浄瑠璃

蔵通りのライトアップ若桜宿まち並み観賞会



平成23年10月11 平成23年10月 10

町
長

　
小
林  

昌
司

 

平
井
知
事
が『
町
づ
く
り
』を
講
演

若
桜
宿
町
並
み
も
観
賞

　
　
　
　
　
　

　

９
月
10
日
、
若
桜
町
地
域
お
こ
し

協
議
会
と
若
桜
町
公
民
館
の
元
気
な

村
づ
く
り
講
演
会
共
催
で
、
平
井
知

事
を
お
招
き
し
、「
み
ん
な
で
や
ら
い

や
、
未
来
づ
く
り
」
と
題
し
て
の
講

演
会
が
若
桜
町
公
民
館
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
若
桜
町
地
域
お
こ
し
協
議

会
（
会
長　

門
村
正
行
）
は
本
年
６

月
に
「
若
桜
塾
」
が
発
展
的
に
解
散

さ
れ
、新
し
く
皆
さ
ん
と
一
緒
に
な
っ

て
町
づ
く
り
を
し
よ
う
と
結
成
さ
れ

た
も
の
で
す
。
ま
た
、
若
桜
町
公
民

館
で
は
、「
最
近
各
集
落
に
元
気
が
な

い
」「
元
気
な
集
落
と
温
度
差
が
あ
る
」

「
集
落
や
地
域
に
指
導
者
が
不
足
し
て

い
る
」
と
い
う
背
景
か
ら
、
何
と
か

激
励
を
受
け
ま
し
た
。

　

私
は
い
つ
も
こ
の
話
を
し
ま
す
が
、
行

政
に
よ
る
町
づ
く
り
に
は
限
度
が
あ
り
ま

す
。
皆
さ
ん
が
町
づ
く
り
の
主
役
に
な
っ

て
こ
そ
元
気
な
町
が
で
き
ま
す
。
若
桜
に

は
こ
の
よ
う
に
若
桜
町
地
域
お
こ
し
協
議

会
、
若
桜
鬼
ヶ
城
遊
歩
走
会
、
若
桜
コ
ー

ラ
ス
、
若
桜
小
唄
を
守
る
会
、
す
ず
の
音

会
、
若
桜
こ
ま
ち
ー
ず
な
ど
た
く
さ
ん
の

グ
ル
ー
プ
が
育
ち
つ
つ
あ
り
ま
す
。
皆
さ

ん
、
元
気
な
町
を
つ
く
る
た
め
頑
張
り
ま

し
ょ
う
。
行
政
も
し
っ
か
り
応
援
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

 

台
風
12
号
各
地
で
大
暴
れ

町
内
で
も
被
害
が
続
出

　
　
　
　

　

９
月
２
日
か
ら
９
月
４
日
に
か
け
て
台

風
12
号
は
紀
伊
半
島
の
和
歌
山
、
三
重
、

奈
良
県
で
大
暴
れ
。
死
者
、
行
方
不
明
者

40
人
以
上
、
さ
ら
に
は
土
石
流
の
災
害
で

民
家
の
埋
設
、
河
川
の
決
壊
で
甚
大
な
被

害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

　

鳥
取
県
で
も
大
山
町
、
南
部
町
な
ど
西

部
地
方
を
中
心
に
大
雨
が
降
り
続
き
被
害

が
続
出
し
ま
し
た
。
特
に
南
部
町
で
は
、

町
内
全
域
に
避
難
勧
告
を
出
し
ま
し
た
。

本
町
に
お
き
ま
し
て
は
、
台
風
が
鳥
取
県

を
直
撃
す
る
と
い
う
こ
と
で
早
め
に
警
戒

本
部
を
設
置
し
、万
全
の
体
制
で
し
た
が
、

９
月
３
日
の
午
後
に
は
八
東
川
で
警

戒
水
位
の
２
８
０
㎝
近
く
ま
で
水
位

が
上
が
り
、
糸
白
見
、
浅
井
な
ど
の

一
部
の
皆
さ
ん
に
自
主
避
難
を
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
雨
雲
も
な
く
な

り
自
主
避
難
に
な
り
ま
し
た
が
、
今

後
に
お
い
て
は
早
め
の
避
難
勧
告
の

必
要
性
を
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　

台
風
12
号
に
よ
る
若
桜
町
の
被
害

状
況
は
、河
川
の
護
岸
の
決
壊
、林
道
・

作
業
道
・
町
道
の
崩
壊
、
土
石
流
に

よ
る
田
畑
の
埋
没
な
ど
大
き
な
被
害

で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
80
箇
所
に
も

の
ぼ
り
ま
し
た
。
特
に
氷
ノ
山
山
系

の
県
境
付
近
で
大
量
の
降
雨
が
あ
り
、

氷
ノ
山
ス
キ
ー
場
で
も
大
き
な
土
石

流
に
よ
る
崩
壊
が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
台
風
12
号
に
よ
る
被
害
は
激

甚
災
害
に
指
定
さ
れ
る
よ
う
で
あ
り

ま
し
て
、
町
と
し
て
は
で
き
る
だ
け

早
く
災
害
の
復
旧
に
努
め
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。
恐
ろ
し
い
災
害
は
い

つ
や
っ
て
く
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。

日
頃
か
ら
防
災
訓
練
を
行
い
、
防
災

意
識
を
高
め
、
早
め
の
防
災
対
策
を

考
え
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
町

で
は
役
場
庁
舎
１
階
の
上
手
を
防
災

対
策
室
に
す
る
よ
う
現
在
改
修
を

行
っ
て
お
り
ま
す
。

指
導
者
を
つ
く
り
出
そ
う
と
人
づ
く
り
の

研
修
を
始
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

　

平
井
知
事
も
、「
町
づ
く
り
は
行
政
だ

け
で
は
で
き
な
い
、
県
民
の
皆
様
が
立
ち

上
が
る
こ
と
、
ま
た
、
町
づ
く
り
は
そ
こ

に
住
ん
で
い
る
皆
さ
ん
の
使
命
で
あ
る
」

と
話
さ
れ
ま
し
た
。
皆
さ
ん
が
頑
張
れ
ば

若
桜
町
の
未
来
は
明
る
い
と
講
演
さ
れ
、
80

人
の
町
民
の
方
々
も
明
る
い
表
情
で
し
た
。

　

ま
た
、
私
は
夜
に
若
桜
宿
町
並
み
観
賞

へ
平
井
知
事
を
案
内
し
、
会
長
の
西
本
誠

さ
ん
の
案
内
で
灯
籠
の
つ
い
た
蔵
通
り
を

歩
き
説
明
を
聞
き
ま
し
た
。
会
場
で
は
た

く
さ
ん
の
方
が
平
井
知
事
と
記
念
写
真
を

撮
ら
れ
て
い
ま
し
た
。「
町
長
さ
ん
、
若

桜
町
は
皆
さ
ん
が
元
気
。力
が
あ
る
で
え
、

頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
平
井
知
事
か
ら

　

農
家
の
後
継
者
不
足
や
農
業
者
の

高
齢
化
な
ど
に
よ
り
遊
休
農
地
が

年
々
増
加
し
、
大
き
な
問
題
に
な
り
つ

つ
あ
り
ま
す
。

  

農
地
を
耕
作
し
な
い
ま
ま
放
置
す
る

と
病
害
虫
な
ど
の
発
生
原
因
や
有
害

鳥
獣
な
ど
の
隠
れ
家
に
も
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
不
法
投
棄
の
原
因
に
も
な
り

か
ね
ず
、
近
隣
農
地
に
悪
影
響
を
及
ぼ

し
ま
す
。

遊
休
農
地
を

未
然
に
防
ご
う
！

☎お問い合わせ先農業委員会事務局
（８２）２２３９

　

自
ら
耕
作
が
出
来
な
い
場
合
は
他

の
農
業
者
へ
貸
す
な
ど
し
て
遊
休
農

地
が
発
生
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。

　

も
し
、
相
手
が
見
つ
か
ら
な
い
場
合

で
も
、
農
地
の
所
有
者
と
し
て
年
に
一

度
は
耕
起
し
た
り
、
草
刈
り
や
病
害
虫

の
駆
除
を
す
る
な
ど
の
管
理
を
行
い
、

周
辺
に
迷
惑
が
か
か
ら
な
い
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

　

実
り
の
季
節
で
す
。「
実
＝
木
の
実
」

と
な
り
や
す
い
で
す
が
、
も
ち
ろ
ん
草

も
実
を
つ
け
ま
す
。
中
に
は
探
さ
な
く

て
も
、
野
山
を
長
ズ
ボ
ン
で
歩
く
だ
け

で
ズ
ボ
ン
に
く
っ
つ
き
、
あ
っ
と
い
う

間
に
見
つ
か
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。
氷

ノ
山
に
は
た
く
さ
ん
く
っ
つ
く
実
が
あ

り
ま
す
が
、
毎
年
私
の
ズ
ボ
ン
に
よ
く

く
っ
つ
く
三
つ
を
紹
介
し
ま
す
。

　

ま
ず
キ
ン
ミ
ズ
ヒ
キ
と
ヌ
ス
ビ
ト
ハ

ギ
。
こ
れ
ら
の
実
に
は
カ
ギ
状
の
刺
が

あ
り
、
そ
れ
が
服
に
引
っ
か
か
っ
て
く
っ

つ
き
ま
す
。
払
う
く
ら
い
で
は
取
れ
ず
、

一
つ
ず
つ
摘
ま
ま
な
い
と
取
れ
ま
せ
ん
。

こ
の
し
っ
か
り
く
っ
つ
く
刺
の
仕
組
み

を
利
用
し
て
マ
ジ
ッ
ク
テ
ー
プ
が
作
ら

れ
た
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

も
う
一
つ
は
ノ
ブ
キ
。
こ
れ
は
刺
で

は
な
く
、
実
の
粘
り
気
で
く
っ
つ
き
ま

す
。
こ
れ
が
な
か
な
か
厄
介
で
、
摘
ま

ん
で
取
ろ
う
と
す
る
と
手
ま
で
ね
ば
ね

ば
し
て
し
ま
う
こ
と
に
。
そ
れ
が
嫌
で

そ
の
ま
ま
に
し
て
歩
い
て
い
る
と
、
外

か
ら
帰
っ
た
時
に
は
そ
れ
は
素
敵
な
ズ

ボ
ン
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ち
な
み
に
こ

の
粘
り
気
は
チ
ヂ
ミ
ザ
サ
に
も
見
ら
れ
、

あ
る
ス
タ
ッ
フ
に
と
っ
て
は
「
一
番
く
っ

つ
い
て
欲
し
く
な
い
実
」
だ
と
か
。
確

か
に
粘
つ
く
小
さ
な
穂
を
一
つ
ず
つ
取

る
の
は
遠
慮
し
た
い
で
す
。

　

な
ぜ
こ
の
よ
う
に
く
っ
つ
く
の
か
と

い
う
と
、
種
を
遠
く
に
運
ぶ
た
め
で
す
。

草
自
身
は
種
を
遠
く
へ
運
べ
ま
せ
ん
が
、

人
や
動
物
に
く
っ
つ
く
こ
と
で
、
遠
く

へ
種
を
広
め
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。
彼

ら
の
ち
ゃ
っ
か
り
と
し
た
生
き
残
る
方

法
で
す
。

　

今
年
の
秋
は
、
氷
ノ
山
で
彼
ら
の
く
っ

つ
き
っ
ぷ
り
を
体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

氷
ノ
山
自
然
ふ
れ
あ
い
館　

響
の
森

　
　
　
　
　
　
　

ス
タ
ッ
フ　

木
村
歩

ヌスビトハギ

66 くっつく実たち

平井知事による地域おこし講演会
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５
・
６
年
生
の
子
ど
も
た
ち
と
Ｐ
Ｔ
Ａ

会
員
が
約
１
５
０
名
集
ま
り
、
８
月
21
日

（
日
）
の
朝
、
若
桜
小
学
校
の
奉
仕
作
業

を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
作
業
は
、
例
年
、

校
舎
内
外
の
美
化
と
運
動
会
の
会
場
準
備

も
兼
ね
て
行
っ
て
き
た
恒
例
の
行
事
で

す
。
今
回
は
来
年
度
か
ら
小
中
一
貫
校
に

な
る
こ
と
か
ら
、
現
校
舎
で
の
最
後
の
奉

仕
作
業
に
な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
例
年

以
上
に
現
校
舎
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
こ

め
て
作
業
を
し
て
も
ら
う
こ
と
と
、
最
後

の
奉
仕
作
業
の
記
念
に
参
加
者
全
員
で
の

記
念
撮
影
を
す
る
こ
と
を
計
画
し
て
い
ま

し
た
。
し
か
し
、
当
日
は
朝
か
ら
小
雨
交

じ
り
の
天
候
と
な
っ
た
た
め
、
外
で
の
作

業
を
一
部
変
更
す
る
と
と
も
に
、
記
念
撮

影
は
残
念
な
が
ら
中
止
と
な
り
ま
し
た
。

そ
れ
で
も
、
参
加
さ
れ
た
み
な
さ
ん
に
は

汗
を
か
き
、
雨
に
濡
れ
な
が
ら
、
校
舎
の

窓
拭
き
や
蛍
光
灯
拭
き
、校
庭
の
草
取
り
、

校
庭
や
八
幡
山
周
辺
の
草
刈
り
、
側
溝
の

土
上
げ
、
樹
木
の
剪せ

ん

定て
い

な
ど
の
作
業
に
約

１
時
間
半
懸
命
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

お
か
げ
で
、
校
舎
内
の
窓
は
透
き
通
る

よ
う
に
ピ
カ
ピ
カ
に
な
り
、
蛍
光
灯
も
一

段
と
明
る
く
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
側
溝

に
溜
ま
っ
て
い
た
土
砂
を
あ
げ
て
も
ら
う

な
ど
校
舎
外
も
見
違
え
る
ほ
ど
き
れ
い
に

な
り
ま
し
た
。
参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん
の
汗

と
感
謝
の
思
い
が
形
と
な
っ
て
表
れ
て
い

ま
す
。

　

残
り
お
よ
そ
半
年
し
か
通
え
な
い
現
校

舎
。
こ
れ
か
ら
も
大
切
に
使
っ
て
い
く
と

と
も
に
、
た
く
さ
ん
の
思
い
出
を
残
し
て

い
き
た
い
も
の
で
す
。

奉
仕
作
業
で
思
い
出
の

　　　

小
学
校
を
ピ
カ
ピ
カ
に 61  若桜小学校

〈鳥取県が目指している「男女共同参画社会」の姿〉

　男女共同参画社会とは、女性も男性も高齢者も若者も、
家庭・地域・職場のあらゆるところで、
◦一人一人の人権が大切にされ
◦「人」として個性と能力が十分に発揮でき
◦自分にできることは自分で責任を持って取り組み
◦できないところは、家庭や地域や社会の制度で支え合って
心豊かに、いきいきと伸び伸び暮らせる社会です。

２

　全国的に見て、鳥取県は男女共同参画に対する取り

組みは活発であり、東北大学の研究グループが実施し

た「男女平等度」では、全国一という結果も出ています。

　今回は鳥取県内の市町村の状況をご紹介します。

①
男
女
共
同
参
画
に
関
す
る
条
例

　

男
女
共
同
参
画
に
関
す
る
条
例
は
、
地

方
公
共
団
体
で
定
め
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
鳥
取
県
内
に
お
い
て
は
、
平
成
22
年

12
月
現
在
、
19
市
町
村
中
14
市
町
村
で
策

定
し
て
い
ま
す
。

策
定
済
み
市
町
村

鳥
取
市
・
米
子
市
・
倉
吉
市
・
智
頭
町
・

八
頭
町
・
若
桜
町
・
三
朝
町
・
琴
浦
町
・

北
栄
町
・
南
部
町
・
伯
耆
町
・
江
府
町
・

湯
梨
浜
町
・
日
吉
津
村

②
男
女
共
同
参
画
に
関
す
る
計
画

　

男
女
共
同
参
画
に
関
す
る
計
画
を
作
る

こ
と
を
義
務
と
す
る
状
況
で
は
な
く
、
作

る
よ
う
に
努
力
し
ま
し
ょ
う
と
い
う
も
の

で
す
。
鳥
取
県
内
で
は
平
成
23
年
4
月
現

在
す
べ
て
の
市
町
村
で
策
定
さ
れ
、
こ
の

計
画
に
沿
っ
て
男
女
共
同
参
画
推
進
施
策

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

今月の言葉　守りたい　一人ひとりの　人権を

★地域交流デイ・キャンプ（８月19日）

　小学生15名・大人11名の参加で、響の森を見学し、氷ノ山キャンプ
場でバーベキューをしました。そこへヤギのショウくんとメイちゃん
がやって来て、子ども達は頭や背中をさわって大喜びしていました。

人権啓発を推進しています
　「じんけん」とは人間が人間らしく

生きるため、生来もっている権利です。
　差別のない明るい住みよい地域づくりに

向け、さまざまな交流会や学習会を
開催しています。

★八頭郡中３交流会（８月９日）

　中学校卒業をひかえた３年生の生徒たちの交流会を行い、進路意識の高揚を図ると
ともに、お互いの思いを伝え合い、スポーツを通して仲間づくりをしました。

高野隣保館ってどんなところ？
♪10月の予定♪

　　　数　回　書道教室

　　　１４日　フラワーアレンジメント教室

２１・２８日　読み聞かせ教室

　　　２８日　健康づくり人づくり

　　　未　定　ふれあいまつり実行委員会

平成23年10月13

雨の中、たくさんの方々に参加していただきました
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若
桜
氷
ノ
山
寿
大
学
恒
例
の
第
６
回
寿
杯

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
を
行
い
ま
し
た
。

残
暑
き
び
し
く
、
風
も
少
し
あ
り
、
絶
好
の

コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
で
は
な
か
っ
た
も
の
の
、

み
ん
な
元
気
に
プ
レ
ー
し
ま
し
た
。（
敬
称
略
）

　

優
勝

　

矢
部　

節
子

　

２
位

　

木
下　

幸
子

　

３
位

　

山
根　

英
子

　

４
位

　

伊
井
野
繁
俊

　

５
位

　

谷
口　

太
一

　

旧
池
田
小
学
校
プ
ー
ル
で
、
手
作
り
イ
カ
ダ
に
乗
っ
た
り
、
水

難
訓
練
を
し
た
り
、
モ
ン
キ
ー
ブ
リ
ッ
ジ
を
渡
る
な
ど
、
郡
家

警
察
署
・
青
少
年
育
成
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
方
た
ち
の
協
力
の
も
と
、

ち
ょ
っ
と
怖
く
て
楽
し
い
１
日
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　

午
前
中
は
、
服
を
着
て
プ
ー
ル
に
入
り
水
に
お
ぼ
れ
た
と
き

の
対
処
方
法
や
、
お
ぼ
れ
て
い
る
人
の
救
助
方
法
な
ど
を
教
わ

り
ま
し
た
。
救
助
す
る
と
き
に
投
げ
る
ロ
ー
プ
の
結
び
方
は
と

て
も
難
し
か
っ
た
で
す
。

　

午
後
は
、
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

の
方
た
ち
が
前
日
か
ら
準
備

を
し
た
手
作
り
の
イ
カ
ダ
に

の
っ
て
漕
い
だ
り
、
モ
ン

キ
ー
ブ
リ
ッ
ジ
を
渡
っ
た

り
、
み
ん
な
キ
ャ
ー
キ
ャ
ー

ワ
イ
ワ
イ
。
こ
の
日
は
、
気

温
が
あ
ま
り
上
が
ら
ず
風
も

少
し
あ
り
、
プ
ー
ル
の
中
の

方
が
温
か
い
と
い
う
コ
ン

デ
ィ
シ
ョ
ン
で
し
た
が
、
と

て
も
貴
重
な
体
験
を
す
る
こ

と
が
出
来
ま
し
た
。

　
「
ピ
ラ
テ
ィ
ス
」
と
は
、
胸
式
呼
吸
を
用
い
な
が

ら
身
体
の
中
心
に
あ
る
コ
ア
筋
肉
を
使
い
、
正
し

い
姿
勢
を
保
ち
な
が
ら
運
動
す
る
こ
と
で
す
。

　

フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
ジ
ャ
ン
グ
ル
の
澤
晶
子
先
生
の

指
導
の
も
と
、
11
名
の
参
加
者
が
、
ほ
か
の
運
動

と
は
違
う
筋
肉
の
使
い
方
に
、
真
剣
に
取
り
組
み

ま
し
た
。

　

１
時
間
半
の
講
習
も
あ
っ
と
い
う
間
に
終
わ
り
、

参
加
者
の
皆
さ
ん
は
身
体
が
少
し
軽
く
な
っ
た
よ

う
で
、「
こ
う
い
う
の
が
い
い
ね
。」
と
喜
ん
で
い

た
だ
き
ま
し
た
。「
ピ
ラ
テ
ィ
ス
」を
マ
ス
タ
ー
し
、

続
け
て
い
け
ば
姿
勢
が
よ
く
な
り
、
ス
リ
ム
な
体

形
に
な
れ
ま
す
。
何
事
も
続
け
る
こ
と
が
大
切
で

す
。

寿
杯
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

（
９
月
15
日
）

手
作
り
イ
カ
ダ
と

水
難
訓
練

ナ
テ
ィ
キ
ッ
ズ
ク
ラ
ブ
（
８
月
28
日
）

は
じ
め
て
の

健
康
ピ
ラ
テ
ィ
ス
教
室

（
８
月
22
日
）

　

長
年
、
鳥
取
聾ろ
う

学
校
で
写
真
部
の
顧
問

を
さ
れ
た
高
田
啓
一
先
生
（
大
野
出
身
）

の
指
導
を
受
け
な
が
ら
、
現
在
５
名
で
活

動
し
て
い
ま
す
。
撮
影
し
た
写
真
を
持
ち

寄
っ
て
講
評
を
い
た
だ
い
た
り
、
み
ん
な

で
あ
れ
こ
れ
話
し
て
い
る
う
ち
に
時
々
脱

線
し
た
り
も
し
ま
す
が
、
和
気
あ
い
あ
い

と
楽
し
く
や
っ
て
い
ま
す
。

　

先
日
、「
写
真
を
始
め
て
か
ら
、
視
点

が
変
わ
っ
た
な
あ
。」
と
い
う
声
も
あ
り

ま
し
た
。
そ
れ
ま
で
気
に
し
な
か
っ
た
も

の
が
見
え
て
く
る
、
見
え
て
い
た
も
の
も

カ
メ
ラ
を
通
し
て
違
う
見
方
が
で
き
る
と

実
感
し
て
い
ま
す
。

　

活
動
は
、
毎
月
１
回
、
週
末
の
午
後
２

時
間
程
度
。

写
真
に
興
味

の
あ
る
方
は

も
ち
ろ
ん
、

初
心
者
の
方

も
大
歓
迎
で

す
。
入
会
・

体
験
希
望
の

方
は
、
中
原

分
館
へ
ご
連

絡
く
だ
さ

い
。

　

町
民
文
化
祭
を
10
月
22
日
（
土
）・
23

日
（
日
）、
若
桜
町
公
民
館
で
開
催
し
ま

す
。
公
民
館
サ
ー
ク
ル
・
一
般
町
民
の
皆

さ
ん
の
作
品
展
示
や
芸
能
発
表
な
ど
盛
り

だ
く
さ
ん
の
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。
多

く
の
皆
さ
ん
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。（
詳
し
く
は
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。）

　

な
お
、
芸
能
発
表
・
作
品
展
示
な
ど
を

ご
希
望
の
方
は
、
10
月
14
日
（
金
）
ま
で

に
若
桜
町
公
民
館
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

【
お
申
し
込
み
先
】

若
桜
町
公
民
館

☎
（
82
）
１
５
８
４

Ｉ
Ｐ
（
９
８
２
）
１
５
８
４

町
民
文
化
祭
開
催

出
演
・
出
品
希
望
者

募
集
中
！

郷
土
文
芸
（
敬
称
略
）

川

　柳

　（さ
く
ら
吟
社
）

ゆ
っ
く
り
と
歩
い
て
い
て
も
気
躓
く

 

植
田
み
の
る

お
や
お
や
っ
天
狗
の
鼻
が
折
れ
て
い
る

 

車
井　

信
恵

ゆ
っ
く
り
と
風
向
き
読
ん
で
輪
に
入
る

 

門
村　

千
代

夏
バ
テ
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
空
財
布

 

蔵
本　

悦
子

盆
が
す
ぎ
静
ま
り
返
る
過
疎
の
村

 

中
田　

房
江

亡
き
夫
が
お
や
お
や
夢
で
手
を
振
っ
た

 

茗
荷　

き
み

残
照
に
今
日
を
ゆ
っ
く
り
省
み
る

 

盛
田　

夢
路

あ
ら
た
め
て
絆
に
気
づ
く
墓
参
り

 

石
岡
せ
つ
子

秋
風
に
恋
し
て
い
ま
す
こ
の
私

 

西
谷　

幸
子

吊
り
橋
を
ゆ
っ
く
り
肝
を
冷
や
し
つ
つ

 

土
岐　

昌
子

泣
き
虫
が
お
や
お
や
静
か
泣
き
寝
入
り

 

谷
口　

史
子

初
恋
の
お
や
お
や
君
も
皺
だ
ら
け

 

永
原　

昌
鼓

田
も
畑
も
人
が
作
ら
に
ゃ
草
ば
や
し

 

藤
原
美
智
恵

限
界
の
ム
ラ
に
灯
か
り
が
ま
た
消
え
た

 

山
本　

欣
和

婆
さ
ん
に
ゃ
負
け
る
が
勝
ち
と
思
い
知
り

 

盛
田　

康
秋

紫
陽
花
が
ゆ
っ
く
り
化
粧
直
し
す
る

 

中
島　

寿
道

あ
の
世
行
き
そ
ん
な
に
急
ぐ
事
も
な
い

 
竹
口　

清
信

ゆ
っ
く
り
と
回
る
時
計
を
買
い
に
行
く

 
藤
原　

鬼
桜

酒
タ
バ
コ
明
日
の
命
は
ケ
セ
ラ
セ
ラ

 

岡
崎　

彰
夫

俳

　句　
（
若
桜
い
づ
み
俳
句
会
）

庭
石
を
濡
ら
す
程
な
る
雨
の
涼

 

西
尾　

青
雨

無
農
薬
野
菜
た
っ
ぷ
り
夏
料
理

 

坂
口　

仲
子

く
も
の
囲
を
器
用
に
か
わ
し
黒
揚
羽

 

谷
口　

裕
子

護
摩
の
炎
を
受
け
て
読
経
の
汗
し
と
ど

 

中
村　

節
枝

空
き
家
よ
り
賑
わ
い
あ
り
し
盆
の
夜

 

山
根　

里
江

俳

　句　
（
鶴
尾
句
会
）

飛
び
込
み
の
プ
ー
ル
の
し
ぶ
き
風
を
生
む

 

山
本　

小
品

露
草
の
雨
後
の
碧
さ
の
透
き
通
る

 

岡
田
よ
し
子

向
日
葵
の
日
ご
と
に
傾
ぐ
重
さ
か
な

 

田
島　

富
子

夫
の
忌
や
解
か
ず
に
置
き
し
落
し
文

 

谷
口　

裕
子

し
あ
わ
せ
は
を
さ
な
の
子
守
り
し
ゃ
ぼ
ん
玉

 

竹
本　

光
子

ク
ラ
ブ
紹
介

　

池
田
写
真
ク
ラ
ブ
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わ
か
さ

温
水
プ
ー
ル

だ
よ
り

毎
週
水
、
木
、
土
、
日
曜
日

毎
週
月
、
金
曜
日

時

分
～

時

分

時
～

時

10

30

18

30

12

20

（
休
館
日
）
毎
週
火
曜
日

（
火
曜
日
が
祝
日
の
場
合
は
水
曜
日
が
休
館
日
に
な
り
ま
す
。）

（
営
業
日
）

新 着 図 書 2011．8．31まで

≪ そ の 他 ≫≪ 文 学 ≫

柳田 邦男・悲しみの涙は明日を生きる道しるべ澤田 ふじ子・仇討ちの客

白澤 卓二・100歳まで大病しない108の習慣原田 マハ・まぐだら屋のマリア

田中 喜代次・転ばない歩き方ホン ジョンウン・美男（イケメン）ですね（上・中・下）

王 貞治・野球にときめいて高田 郁・心星ひとつ

五木 寛之・親鸞と道元京極 夏彦・虚言少年

兼高 かおる・わたくしが旅から学んだこと貴志 祐介・鍵のかかった部屋

石原 慎太郎・新・堕落論薬丸 岳・刑事のまなざし

島田 裕巳・逃げない生き方堂場 瞬一・共鳴

佐々 淳行・ほんとに彼らが日本を滅ぼす山本 兼一・神変

丸谷 才一・あいさつは一仕事津村 節子・紅梅

≪ ヤングアダルト ≫諸田 玲子・恋かたみ

魚住 直子・クマのあたりまえ宇江佐 真理・心に吹く風

はらだ みずき・サッカーボーイズ15歳富樫 倫太郎・謙信の軍配者

≪ 児 童 書 ≫新堂 冬樹・悪虐

円谷プロダクション・ウルトラマン大図鑑畠中 恵・やなりいなり

やなせ たかし・アンパンマン大図鑑山本 一力・龍馬奔る 少年篇

ルース チュウ・魔女のネコ池永 陽・風を断つ

角野 栄子・カンコさんのとくいわざ花村 萬月・アイドルワイルド！

≪ 絵 本 ≫宮城谷 昌光・湖底の城 第2巻

苅田 澄子・ゆうれいなっとう北方 謙三・史記 （武帝紀５）

竹下 文子・ベンチがひとつ夢枕 獏・大江戸釣客伝（上・下）

まやにし たつや・ありんこのアリー梓 林太郎・京都保津川殺人事件

≪ 郷 土 ≫三浦 朱門・老年の品格

旺文社・鳥取県道路地図まど みちお・百歳日記

※この他にもたくさん入ってきていますので、当館新刊コーナーをご覧ください。

季節は夏から秋へ
プールで楽しく脂肪燃焼しませんか？

今年の夏も暑い日が続き「運動なんて…」
と思っておられた方、ひょっとしておなかが
ぽっこりなんてことも…。

そんな時に始めやすいのが水中運動です。
体に無理なく自分のペースでゆっくりと運
動できます。
食べ物がおいしくなる季節、水中運動で

ぽっこりお腹をやっつけましょう！

◎
小
学
生
水
泳
教
室

カ
エ
ル
コ
ー
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１
日
・
日（
土
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時
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～

時
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イ
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カ
コ
ー
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１
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・
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土
）

15
時

分
～

時

分
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40
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30

シ
ャ
チ
コ
ー
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１
日
・
日（
土
）

15
時

分
～

時

分
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40

11

30

日
・
日（
木
）

13

27
時

分
～

時

分

16
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30

ク
ジ
ラ
コ
ー
ス

１
日
・
日（
土
）

15
時

分
～

時

分

11

40

12

30

日
・
日（
木
）

13

27
時

分
～

時

分

17

40

18

30

月
の
予
定

10

みんなでウォーキング教室
参加者募集のお知らせ
〈毎週月・木曜日開催〉

参 加 料

月 額 1,000円

10月～３月（６ヶ月）６,000円

※別途保険料1,600円、

プール利用料(町内の方200円・

町外の方400円)が必要です。


